
市ホームページアドレス
http://www.city.nishitokyo.lg.jp/

平成31年（2019年）３月15日発行　第84号

＝発　　行＝
西東京市教育委員会
〒202-8555
西東京市中町1-5-1
電話 042-464-1311㈹

＝編　　集＝
西東京市教育委員会
教育部教育企画課

「いこいーな」

このたび、ひばりが丘中学校の老朽化に伴う建替え工事が完了しました。

子どもたちの生活と学びの場として、安心とぬくもりを感じられるよう、校

舎の壁や天井などに木材を使用しています。

完成した新校舎は、現在建替え工事を行っている中原小学校の仮校舎とし

て使用されています。実際に新校舎を使用している中原小学校の児童たちか

らは、「教室や廊下が広くて明るい」との声がありました。

木のぬくもりを
感じられる図書室開放感のある体育館新しい教室での授業

「広くて明るい！」との声があった廊下

ひばりが丘中学校〈新校舎〉完成！

◆学校運営課　０４２－４３８－４０７２

１月19日（土）に竣工式が執り行われ、多く
の関係者の皆さまに参加して頂きました。校舎外観
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市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防災対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。
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第10回中学生「東京駅伝」大会が
２月３日（日）に都立武蔵野の森公園
で行われました。

選考会で選出された中学２年生の生徒が結団式、練習会を経て出場しました。
男子は42.195kmを17人で、女子は30kmを16人でたすきをつなぎました。
選手一人ひとりが、練習の成果を十分に発揮し、市の代表としてふさわ
しい力強い走りをしてくれました。

◆教育指導課　０４２－４３８－４０７５

◆教育指導課　０４２－４３８－４０７５

第10回中学生「東京駅伝」大会

男子チーム、女子チーム
ともに力走！

大会を振り返って
【代表選手コメント】
入賞はできなかったけれど、一人ひとりが練習から全力
で取り組み、励まし、協力し合い、悔いのない駅伝大会に
なったと思います。
田無第二中学校　萩

はぎはら

原　舞
まい

さん

【西東京市の記録】
男子21位　２時間25分58秒
女子21位　１時間57分32秒
総合21位　４時間23分30秒

夢の実現に向けてチャレンジする中学生を応援する

「夢 ★ 未来講演会」
夢の実現に向けてチャレンジする中学生を応援するため、１月26日（土）に保谷こもれびホールにおいて「夢・未来講演会」を開催しました。

第１部では、最初に市立中学
校の生徒が職場体験学習の報告
を行い、体験時の様子を写真等
で振り返りながら、各事業所で
学んだことを発表しました。

第２部では、オリンピックの壮行
会等でも活躍している、プロの応援
団「我武者羅應援團（がむしゃらおう
えんだん）」による講演を行いました。
生徒の悩みに共感し、励まし、夢に
向かって力強く歩んでいけるような
元気な応援が行われ、会場全体が一
体となった熱い講演となりました。

本講演会は、生徒自身が企画
運営し、準備から本番までを主
体的に進めました。役割分担や
発表準備、生徒会だより等での
広報活動、田無庁舎と保谷庁舎
を結んだテレビ会議、本番を想
定したリハーサル等、本番の進
行や発表も含めて、各中学校の
代表生徒が協力して取り組むこ
とができました。

・	緊張しつつも、アンケートの内容や感じたことをしっかり伝え
られたのではないかと思う。また、いつもの交流のない市内の
他校の発表が聞けてよかった。（代表生徒）

・	他の人の発表を聞いて、打合せやリハーサルの時よりも更に洗
練された発表になっていたと思いました。（代表生徒）

・	私たち１年生は４月から２年生となり、職場体験へ行くことに
なります。今日の発表にあった「若者が受け継ぐ」ことができ
るようにするため、職場体験の場で言われることにしっかり取
り組みたいです。（参観生徒）

・	ゲストの我武者羅應援團の方の言葉が一つひとつ心に残ってい
て、	「仲間を信じる」ということについて一番心に残っていま
す。自分が大変な時は我武者羅應援團の方の言葉を思い出して
頑張りたいです。（参観生徒）

教育委員会では、今後も夢の実現に向けてチャレンジする中
学生を応援していきます。

最後に「私の夢」をテーマに、生徒自身が将来を考える上で影
響を受けた人や出来事を踏まえ、抱いている夢の発表を行いました。
どの発表も、生徒が今考えていることや大切にしていることが
伝わる内容でした。

次に、「西東京市の未来」
をテーマに、生徒が自らアン
ケート調査等を行い、普段感
じている街の特徴について分
析し、生徒自身の考えを発表
しました。

第１部　生徒による発表

第２部　ゲストによる講演

生徒による手作りの講演会が開催されるまで

生徒の感想

「私の夢」の発表

リハーサル

我
が む し ゃ ら

武者羅應
おうえんだん

援團による講演

【総監督コメント】
選手結団式以来、当日を目指して練習を重ねてまいりま
した。おかげさまで、充実した大会になりました。
結果は、女子、男子ともに、21位と大善戦でした。また、
男子は歴代記録を２分８秒も縮める好タイムで、東京都か
ら特別賞をいただきました。
生徒たちが全力を出し切れるよう、当日まで手厚いサ
ポートをいただきありがとうございました。
田無第四中学校　校長　東

ひがしやま

山　信
のぶひこ

彦

職場体験学習報告

ゲストと参加者が一体となった講演
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「西東京の教育」を読んでのご意見・ご感想はこちらまでお寄せください。（〒202-8555 西東京市中町1-5-1 西東京市教育委員会教育企画課）
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◆教育企画課　０４２－４３８－４０７０

周年記念式典を開催しました
芝久保小学校　校長　渡邊俊一

本校は、昭和43年に田無小学校・西原小学校から分かれ、旧田
無市で５番目の小学校として誕生しました。それから半世紀の間、
保護者・地域の皆さまをはじめ、多くの方々のご支援とご協力を
いただきながら地域の学校としての歴史を着実に重ねてまいりま
した。

昨年度から、50周年記念行事と
式典に向けて学校関係者一丸と
なって準備を進め、昨年11月9日
（金）に、多くの来賓の方々をお
迎えして、開校50周年記念式典を
挙行いたしました。ご来賓のご
挨拶・祝辞等から、本校が歩んできた足跡に思いを馳せ、感慨に
浸りました。そして、５･ ６年生がお祝いの言葉と合唱を披露し、
参列者からの温かい拍手に包まれて、式典を滞りなく終えること
ができました。今後も子どもたちの健やかな成長のために、保護
者 ･ 地域の方々と手を携えて教育活動を進めてまいります。

田無第二中学校　校長　井上雅子

「田無二中　さかえ永遠に　かがやく希望の　道を行く」と 
響く校歌、真面目に誠実に学ぶ377人の生徒、市長、教育長をはじめ、
ＰＴＡ、地域の皆さまと共に昨年11月２日（金）に開校60周年記念 
式典を開催することができました。

本校は昭和33年４月１
日に開校しました。
教育目標に「健康・誠
実・敬愛」を掲げ、ＰＴ
Ａ、同窓会、青少年育成
会、商店街等の地域の皆
さまとのつながりに支え
られてまいりました。生徒一人ひとりが活躍し、仲間と支え合い、
自己実現することを目指して60年を経た今、学習に部活動に力
を入れ、規律あるまじめで誠実な生徒の育成を目指し歩んでまい
ります。

上向台小学校　校長　手塚成隆

本校は、校庭より少し高台に多摩湖自転車道があり、毎日のよ
うに地域の方々が本校の教育活動をご覧になります。多くの方々
に見守られながら 40年という長い年月を刻んでまいりました。

昨年の 11月８日（木）、改修工
事で新しくなった体育館で、市長
をはじめ多くのご来賓の皆さまを
お迎えして、盛大に開校40周年 
記念式典を挙行することができま
した。歌で奏でる本校の式典に、
ご来賓の皆さまの中には涙を流し
てお誉めの言葉を残していただき、我々教職員も大きな自信につ
ながりました。

卒業生の皆さまが築いてくださった活気に満ちた校風を一つの
伝統としつつ、我が町の小学校として地域の皆さまが誇り高く思
えるよう力強く教育活動を推進するとともに、これからも一日一
日を大切に、子どもたちのために歴史を積み重ねてまいります。

明保中学校　校長　矢野尊久

四季を通して緑に恵まれた文理台公園、その南に位置する明保中
学校が開校40周年を迎えました。本校は旧保谷市の５番目の学校と
して、現在の住吉小学校で開校し、昭和58年に旧教育大学（現在の
筑波大学）のグランド跡地を取得
して現在の地に移りました。

昨年11月６日（火）には、市長
をはじめ 100人近くの来賓の皆さ
まをお迎えして記念式典を行いま
した。式典の中では本校生徒に
よる混声三部合唱で「風をみつめ
て」「生きている証」などが堂 と々
歌われ、本校の伝統である合唱の素晴らしさが披露できました。

今後も開校当初から校歌に歌われている「みんなあしたにひら
く　くらべられないつぼみよ」という、生徒一人ひとりを尊重し、
個性を大切にする教育を目指して教育活動を進めてまいります。
ご支援・ご協力お願いいたします。

明保中学校
開校4０周年

６月に行った風船飛ばしの様子

素晴らしい合唱・マスコットキャラクター

「第25回子どもたちからの人権メッセージ発表会」（多摩東人権啓発活動地域
ネットワーク主催）において、西東京市の代表として発表を行った児童２人と、	
「平成30年度全国中学生人権作文コンテスト東京都大会」（東京法務局・東京都
人権擁護委員連合会主催）において奨励賞を受賞した生徒２人に対し、教育長が
表彰※を行いました。
※西東京市教育委員会教育長表彰

保谷小学校　５年
	 元

もとやま

山　朋
とも

恵
え

さん
保谷第一小学校　６年
	 髙

たか

田
だ

　美
み

里
さと

さん

保谷中学校　１年
	 納

な

谷
や

　梓
あずさ

さん
青嵐中学校　３年
	 石

いし

井
い

　結
ゆい

さん

人権メッセージ発表会 人権作文コンテスト

人権メッセージ発表者＆人権作文コンテスト
入賞者を表彰しました！

今年度新設されたこの表彰制度では、これまで 34人
の児童・生徒を表彰しました。（人数には団体を含む。）
紙面の都合上、全員を紹介することはできませんが、
教育委員会では今後も、様々な場面で頑張る皆さまを
応援します。

芝久保小学校
開校5０周年

上向台小学校
開校4０周年

田無第二中学校
開校6０周年
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毎月開催される教育委員会会議を傍聴することができます。日時・会場については、広報西東京・市ホームページでお知らせしています。
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短
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切
り
、
し
め
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は
小
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②
ル
ウ
を
作
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フ
ラ
イ
パ
ン
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油
・
バ
タ
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れ
て
熱
し
、
バ
タ
ー
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溶

け
始
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弱
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焦
げ
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い
よ
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絶
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ず
混
ぜ
、
全
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が
し
っ
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り

滑
ら
か
に
な
っ
た
ら
、
火
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止
め
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③
鍋
に
油
を
ひ
き
、
①
の
に
ん

に
く
・
し
ょ
う
が
・
セ
ロ
リ

を
中
火
で
炒
め
る
。
香
り
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で
た
ら
、
豚
ひ
き
肉
を
加
え

る
。
肉
に
赤
み
が
な
く
な
っ

た
ら
、
半
量
の
塩
・
こ
し
ょ

う
、
玉
ね
ぎ
・
し
め
じ
を
加

え
、
よ
く
炒
め
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。
最
後
に

キ
ャ
ベ
ツ
を
加
え
、
軽
く

炒
め
た
ら
、
ガ
ラ
ス
ー
プ

（
水
）
を
加
え
、
ア
ク
を
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り
な
が
ら
材
料
に
火
が
通
る

ま
で
中
火
で
煮
る
。

④
弱
火
に
し
、
調
味
料
の
半
量

と
②
を
加
え
て
煮
る
。
味
を

見
な
が
ら
残
り
の
調
味
料
で

味
を
調
え
る
。

田
無
第
四
中
学
校
及
び
柳
沢

中
学
校
の
生
徒
数
の
変
動
へ
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対
応
を
協
議
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
「
西
東
京
市
立
小
・
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学
校
の
児
童
・
生
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数
の
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応
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る
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会
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ら
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検
討
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果
報
告
書

が
教
育
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
は
、

市
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い

ま
す
。

ホニホニおやじの会

市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
学

校
給
食
法
に
基
づ
く
完
全
給
食

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
法
の
規
定
に
よ
り
、
給
食
の

実
施
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、

食
材
費
を
保
護
者
の
方
々
に
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
納

め
忘
れ
な
ど
で
給
食
費
に
滞
納

が
生
じ
る
と
、
食
材
の
仕
入
れ

や
支
払
い
な
ど
に
影
響
が
生
じ

か
ね
ま
せ
ん
。

年
度
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
い
ま
一
度

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
支
払

い
が
滞
っ
て
い
る
場
合
は
、
ま

ず
は
学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

東
京
都
教
育
委
員
会

か
ら
の
表
彰

保
谷
中
学
校
校
庭
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

団
体
使
用
開
始

児
童
・
生
徒
の
健
康
づ
く
り

に
お
い
て
、
そ
の
指
導
、
活
動

を
通
じ
て
優
れ
た
功
績
を
た
た

え
る
た
め
、
昨
年
12
月
21
日
（金）
、

東
京
都
庁
に
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

西
東
京
市
か
ら
は
、
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
中な

か
ざ
わ澤　

宏ひ
ろ
し　

氏

（
谷
戸
小
学
校
、
谷
戸
第
二

小
学
校
及
び
田
無
第
二
中

学
校　

学
校
医
）

長
年
に
わ
た
り
、
学
校
活
動

の
支
援
及
び
地
域
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
育
成
活
動
を
続
け
て

い
る
個
人
・
団
体
に
対
し
、
今
後

の
活
動
継
続
を
奨
励
す
る
た
め
、

昨
年
11
月
３
日
（土）
、
東
京
都
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

西
東
京
市
か
ら
は
、
次
の
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ホ
ニ
ホ
ニ
お
や
じ
の
会　

（
保
谷
第
二
小
学
校
）

東
京
都
の
教
育
の
発
展
、
学

術
、
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
、
か
つ
勤

務
成
績
の
優
秀
な
職
員
の
功
労

を
た
た
え
る
た
め
、
２
月
８
日

（金）
、
東
京
都
庁
に
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

西
東
京
市
か
ら
は
、
次
の
職

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
屋お

く
み
や宮　

茂し
げ
ほ穗

（
住
吉
小
学
校　

校
長
）

◇
勝か

つ
み見　

俊と
し
や也

（
柳
沢
中
学
校　

校
長
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
の
平
成
30
年

度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
）
助
成
金
を
受
け
、
保
谷

中
学
校
校
庭
に
夜
間
照
明
設
備

を
設
置
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
、
学
校
教
育
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
校
庭
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
地
域
団
体
等
に

夜
間
開
放
し
ま
す
。

※
団
体
使
用
時
間
：

　

午
後
７
時
～
９
時

※
年
度
ご
と
に
学
校
施
設
使
用

団
体
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

健
康
づ
く
り
功
労

給
食
費
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

学
校
活
動
支
援
団
体
等
に

�

対
す
る
感
謝
状

東
京
都
教
育
委
員
会

�

職
員
表
彰

１時間あたりの使用料

使用場所

校庭

テニスコート（1面）

体育館

多目的室

2,500円

800円

500円

100円

3,000円

1,300円

1,000円

500円

市内団体 市外団体または企業

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

	

教
育
長　

木
村
俊
二

新
し
い
年
が
始
ま
り
、
早
、

３
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
全
国
各
地
で
地

震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
も

な
お
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
な

ど
の
痛
ま
し
い
事
件
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ
子
ど
も

た
ち
が
安
心
・
安
全
に
毎
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
１
年
に

し
た
い
も
の
で
す
。

本
市
は
、
昨
年
10
月
、「
子

ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
力
強
く
進
め
る
た
め

に
「
西
東
京
市
子
ど
も
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
は
、
こ
の
条
例
の
理
念
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
よ
り
よ
い

教
育
の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全

に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
学
校

は
も
と
よ
り
、
家
庭
や
地
域
社

会
に
お
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の

良
さ
を
認
め
、
伸
ば
す
「
子
ど

も
の
居
場
所
」
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
子
ど
も
が
失
敗
や
間
違
い
を

し
て
も
や
り
直
し
、
成
長
で
き

る
ま
ち
」（
条
例
前
文
）
を
目

指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
の
大
人
が
手
を
取
り
合
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
今
後
も
、

こ
れ
か
ら
の
西
東
京
市
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。


